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増
加
す
る
訪
日
外
国
人
客

へ
の
対
応
や
海
外
進
出
な

ど
、
日
本
の
中
小
企
業
の
活

路
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
商
学
部
・
髙
橋
義
仁
ゼ
ミ

が
開
い
た
（
11
月
24
日
、
生

田
キ
ャ
ン
パ
ス
）
。

　
髙
橋
ゼ
ミ
の
テ
ー
マ
は
経

営
戦
略
。
ゼ
ミ
生
の
佐
藤
佑

亮
さ
ん
（
４
年
次
）
が
「
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行
者
の
誘
致

と
受
け
入
れ
態
勢
の
整
備
」

を
テ
ー
マ
に
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ

ン
を
発
表
。
着
物
体
験
と
江

ノ
島
電
鉄
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

ー
を
組
み
合
わ
せ
た
鎌
倉
観

光
を
提
案
し
た
。

　
横
浜
市
経
済
局
と
総
務
局

の
担
当
者
が
中
小
企
業
の
海

外
展
開
の
支
援
策
に
つ
い
て

概
要
を
説
明
し
た
あ
と
、

「
日
本
製
品
中
国
市
場
販
売

支
援
会
」
を
主
宰
す
る
白
石

久
充
氏
が
講
演
。
中
国
・
大

連
で
Ｉ
Ｔ
企
業
を
経
営
す
る

白
石
氏
は
自
身
が
文
化
や
習

慣
、
意
識
の
違
い
に
戸
惑
っ

た
経
験
か
ら
、
日
中
の
企
業

や
自
治
体
の
橋
渡
し
役
と
し

て
も
活
動
す
る
。「
中
国
で

は
毎
月
の
よ
う
に
法
律
が
改

正
さ
れ
、
変
化
の
ス
ピ
ー
ド

が
速
い
。
海
外
進
出
に
は
現

地
の
事
情
に
精
通
し
た
人
か

ら
情
報
を
得
る
こ
と
が
大

切
」
と
語
っ
た
。

　
ゼ
ミ
生
の
ほ
か
、
髙
橋
教

授
の
授
業
を
履
修
す
る
２
人

の
中
国
人
学
生
も
参
加
。
そ

の
う
ち
、
孫
忠
强
さ
ん
（
４

年
次
）
は
日
本
製
の
日
用
品

や
人
気
の
美
容
器
具
を
中
国

企
業
に
卸
販
売
す
る
会
社
を

設
立
し
た
ば
か
り
。「
安
い

仕
入
れ
先
を
探
す
の
に
苦
心

し
て
い
る
」
と
話
す
孫
さ
ん

に
、
白
石
氏
は
「
日
本
に
住

ん
で
い
る
強
み
を
生
か
し
、

中
国
人
の
目
で
売
れ
そ
う
な

商
品
を
発
掘
し
て
は
」
と
助

言
し
た
。

　
広
告
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

を
学
ぶ
６
大
学
（
専
修
、
青

山
学
院
、
駒
澤
、
上
智
、
千

葉
商
科
、
日
本
）
の
学
生
が

取
り
組
む
大
学
生
意
識
調
査

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
Ｆ
Ｕ
Ｔ
Ｕ

Ｒ
Ｅ
２
０
１
６
、
公
益
社
団

法
人
・
東
京
広
告
協
会
主

催
）
に
、
経
営
学
部
・
石
崎

徹
ゼ
ミ
の
政
田
凌
さ
ん
（
３

年
次
）
が
参
加
。
大
学
生
約

１
０
０
０
人
を
対
象
と
し

た
、
大
学
生
と
消
費
に
関
す

る
意
識
調
査
を
行
い
、
報
告

書
に
ま
と
め
た
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー

は
、
12
月
７
日
、
東
京
都
中

央
区
の
電
通
銀
座
ビ
ル
で
開

か
れ
た
記
者
発
表
会
で
成
果

を
報
告
し
た
。
今
ど
き
の
大

学
生
が
「
コ
ス
パ
（
コ
ス
ト

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

費
用
対

効
果
）
に
う
る
さ
い
」（
66

・
１
％
）
と
す
る
半
面
、

「
欲
し
い
も
の
に
お
金
を
か

け
る
こ
と
は
い
と
わ
な
い
」

（
83
・
１
％
）
と
消
費
意
欲

が
高
い
面
が
あ
る
こ
と
を
指

摘
。
独
自
の
意
識
を
〝
シ
ン

・
コ
ス
パ
〞
と
名
付
け
、
コ

ス
ト
の
低
さ
だ
け
で
な
く
、

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
良
さ

（
満
足
度
の
高
さ
）
を
重
視

す
る
新
た
な
消
費
ス
タ
イ
ル

を
浮
き
彫
り
に
し
た
。

　
政
田
さ
ん
は
「
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
メ
ン
バ
ー
だ
け
で
な

く
、
ゼ
ミ
の
先
輩
や
仲
間
た

ち
の
協
力
も
あ
り
、
充
実
し

た
活
動
に
な
り
ま
し
た
。
論

理
的
に
思
考
を
進
め
る
テ
ク

ニ
ッ
ク
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の

大
切
さ
な
ど
を
学
び
、
成
長

で
き
た
と
思
い
ま
す
。
広
告

や
メ
デ
ィ
ア
へ
の
関
心
が
強

ま
り
ま
し
た
」
と
活
動
を
振

り
返
っ
た
。

　
修
士
課
程
心
理
学
専
攻
１

年
次
の
北
條
大
樹
さ
ん
が
、

日
本
計
算
機
統
計
学
会
の
第

30
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
11
月

24
、25
日
、
静
岡
県
沼
津
市
）

で
、
学
生
研
究
発
表
賞
を
受

賞
し
た
。
同
賞
は
学
生
に
贈

ら
れ
る
最
高
賞
で
、
専
修
大

学
か
ら
の
受
賞
は
初
め
て
。

　
発
表
題
目
は
「
反
応
傾
向

バ
イ
ア
ス
に
対
処
す
る
た
め

の
新
た
な
係
留
寸
描
法
デ
ー

タ
分
析
モ
デ
ル
」。
指
導
教

員
は
岡
田
謙
介
人
間
科
学
部

准
教
授
。

　
例
え
ば
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、

５
段
階
で
自
分
に
当
て
は
ま

る
項
目
を
選
ぶ
と
き
、
日
本

人
は
「
ど
ち
ら
で
も
な
い
」

を
選
ぶ
傾
向
が
強
い
。
北
條

さ
ん
の
研
究
で
は
、
政
治
学

の
分
野
で
提
案
さ
れ
た
手
法

を
応
用
し
、
回
答
の
「
く
せ

（
反
応
傾
向
）」
を
考
慮
で

き
る
新
た
な
統
計
モ
デ
ル
を

提
案
。
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

研
究
を
行
っ
た
上
で
実
際
の

デ
ー
タ
で
性
能
評
価
し
、
提

案
手
法
を
用
い
る
こ
と
で
よ

い
推
定
が
で
き
る
こ
と
を
示

し
た
。

　
高
校
時
代
か
ら
心
理
学
に

興
味
が
あ
っ
た
北
條
さ
ん
。

人
間
科
学
部
１
年
次
で
岡
田

准
教
授
の
心
理
学
デ
ー
タ
解

析
の
授
業
を
履
修
し
た
が

「
さ
っ
ぱ
り
分
か
ら
な
か
っ

た
」
と
い
う
。
だ
が
勉
強
を

続
け
て
い
く
う
ち
に
興
味
が

増
し
て
い
き
、「
こ
れ
だ
け

分
か
ら
な
い
な
ら
、
突
き
詰

め
て
み
よ
う
」
と
心
理
統
計

学
研
究
室
の
扉
を
た
た
い

た
。

　
目
に
見
え
な
い
心
の
動
き

を
、
科
学
的
に
証
明
す
る
の

が
デ
ー
タ
分
析
だ
と
理
解
す

る
。「
デ
ー
タ
分
析
は
う
ま

く
い
か
な
い
こ
と
の
ほ
う
が

多
い
が
、
た
ま
に
か
っ
ち
り

と
解
に
当
て
は
ま
っ
た
と
き

の
面
白
さ
に
は
ま
っ
た
」
と

笑
顔
が
こ
ぼ
れ
る
。

　
同
学
会
で
は
、
統
計
に
関

わ
る
研
究
者
を
志
す
学
生
の

奨
励
を
目
的
に
２
０
０
６
年

度
に
学
生
研
究
発
表
賞
を
創

設
。
優
れ
た
論
文
発
表
を
行

っ
た
学
生
会
員
を
審
査
に
よ

り
表
彰
す
る
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
は
11
人
が
発
表
。
北
條

さ
ん
は
学
会
前
日
ま
で
計
算

を
続
け
て
い
た
と
い
う
。
岡

田
准
教
授
は
「
初
め
て
の
学

会
口
頭
発
表
で
の
受
賞
は
快

挙
。
回
答
の
背
後
に
あ
る
個

人
の
心
理
を
統
計
モ
デ
リ
ン

グ
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
す
る

も
の
で
、
ア
イ
デ
ア
の
面
白

さ
と
方
法
論
の
確
か
さ
が
評

価
さ
れ
た
」
と
語
る
。

　
北
條
さ
ん
は
「
受
賞
を
バ

ネ
に
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な

統
計
学
の
考
え
を
用
い
て
研

究
し
て
い
き
た
い
」
と
意
気

込
む
。

テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ 

効
果
を
解
明

　
野
村
総
合
研
究
所
主
催
の

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
分
析
コ
ン

テ
ス
ト
２
０
１
６
で
、
心
理

学
専
攻
院
生
の
北
條
さ
ん
、

田
中
利
夫
さ
ん（
院
修
２
）、

坂
本
次
郎
さ
ん（
院
博
１
）、

杣
取
恵
太
さ
ん
（
院
博
１
）

の
報
告
が
最
優
秀
賞
に
選
ば

れ
た
。

　
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
野
村
総

研
が
調
査
し
て
集
め
た
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
デ
ー
タ
を
基

に
、
デ
ー
タ
分
析
に
よ
る
斬

新
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
法
則
な
ど

を
導
き
出
し
、
そ
の
内
容
を

競
う
。
企
業
単
独
で
行
う
広

告
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
分
野

で
の
コ
ン
テ
ス
ト
と
し
て
は

国
内
最
大
級
で
、
10
回
目
の

今
大
会
に
は
82
件
の
レ
ポ
ー

ト
が
集
ま
っ
た
。
予
備
審
査

を
通
過
し
た
19
件
に
つ
い

て
、
12
月
中
旬
に
最
終
審
査

が
行
わ
れ
た
。

　
専
大
院
生
チ
ー
ム
の
レ
ポ

ー
ト
は
「
非
耐
久
消
費
財
に

お
け
る
テ
レ
ビ
広
告
の
統
合

効
果
と
年
次
的
推
移
｜
階
層

ベ
イ
ズ
モ
デ
ル
に
よ
る
メ

タ
分
析
＆
メ
タ
回
帰
分
析

｜
」。
非
耐
久
消
費
財
全
体

と
、
飲
料
な
ど
カ
テ
ゴ
リ
ー

別
に
、
テ
レ
ビ
広
告
の
効
果

が
あ
る
の
か
解
明
し
た
。

「
３
カ
年
の
分
析
な
ど
、
デ

ー
タ
を
う
ま
く
活
用
し
て
い

る
」な
ど
高
い
評
価
を
得
た
。

　「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
心

理
学
は
相
性
が
い
い
」
と
北

條
さ
ん
。
田
中
さ
ん
は
「
畑

違
い
だ
が
分
析
は
楽
し
か
っ

た
」
と
充
実
し
た
表
情
。
坂

本
さ
ん
は
「
違
う
分
野
へ
の

挑
戦
は
新
鮮
だ
っ
た
。
心
理

学
の
統
計
の
知
識
が
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
に
も
通
用
す
る
こ

と
が
証
明
で
き
た
」。
杣
取

さ
ん
も
「
統
計
に
対
す
る
真し

ん

摯し

な
態
度
が
認
め
ら
れ
た
の

だ
と
思
う
」
と
成
果
を
語

る
。
メ
ン
バ
ー
が
作
っ
た
ス

ラ
イ
ド
を
学
部
生
が
チ
ェ
ッ

ク
す
る
な
ど
協
力
プ
レ
ー
も

行
っ
た
。

女
子
選
手
の

コ
ー
チ
ン
グ
メ
ソ
ッ
ド

 

佐
藤
雅
幸
監
修
・
著

　
本
書
は
女
性
ア
ス
リ
ー
ト

を
指
導
す
る
コ
ー
チ
ら
が
抱

え
る
「
ど
う
し
た
ら
信
頼
関

係
が
築
け
る
か
？
」「
女
性
ア

ス
リ
ー
ト
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
向
上
さ
せ
る
に
は
ど
ん

な
言
葉
か
け
が
よ
い
か
？
」

な
ど
の
疑
問
の
解
決
を
目
的

と
し
た
書
籍
で
あ
る
。

　
我
が
国
を
代
表
す
る
ト
レ

ー
ナ
ー
や
指
導
者
の
取
り
組

み
方
も
紹
介
し
て
お
り
、
ス

ポ
ー
ツ
だ
け
で
な
く
ビ
ジ
ネ

ス
に
も
応
用
で
き
る
内
容
と

な
っ
て
い
る
。

　
著
者
は
、
本
学
ス
ポ
ー
ツ

研
究
所
顧
問
で
「
修
造
チ
ャ

レ
ン
ジ
」
メ
ン
タ
ル
サ
ポ
ー

ト
責
任
者
の
佐
藤
雅
幸
教
授

と
、
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
の
三

主
徴
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
や

月
経
異
常
、骨
粗
鬆

し
ょ
う

症
）の
問

題
を
研
究
し
て
い
る
相
澤
勝

治
文
学
部
准
教
授
。
女
性
ア

ス
リ
ー
ト
の
心
身
を
理
解
す

る
た
め
の
指
南
書
と
し
て
ぜ

ひ
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
一

冊
で
あ
る
。（
メ
イ
ツ
出
版
・

本
体
１
６
０
０
円
＋
税
）

　
監
修
・
著
者（
さ
と
う
・
ま

さ
ゆ
き
）

経
済
学
部
教
授
、

主
な
担
当
は
ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ

ル
ネ
ス
、ス
ポ
ー
ツ
心
理
学
。

書
き
込
み
式

ス
ペ
イ
ン
語
単
語
帳

　
　
藤
井
嘉
祥
、
シ
ル
ビ
ア

　
　
・
ア
ロ
ン
ソ
、
井
上
幸

　
　
孝
、
砂
山
充
子
著

　
第
２
外
国
語
と
し
て
ス
ペ

イ
ン
語
を
学
習
す
る
人
向
け

の
基
本
語ご

彙い

集
。
約
１
７
０

０
語
を
収
録
し
、
標
準
的
な

ス
ペ
イ
ン
語
教
科
書
の
副
教

材
と
し
て
の
活
用
を
意
図
し

た
。
レ
ベ
ル
を
３
段
階
に
分

け
、
段
階
的
に
基
本
語
彙
を

習
得
で
き
る
よ
う
構
成
す
る

と
と
も
に
、
テ
ー
マ
や
動
詞

の
種
類
ご
と
に
語
彙
を
分
類

し
、
文
法
項
目
と
も
関
連
付

け
て
学
べ
る
よ
う
配
慮
し

た
。

　「
書
き
込
み
式
」
の
名
の

通
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
提
供
さ
れ
る
音
声
を
聴
き

な
が
ら
、
自
分
で
空
白
を
埋

め
て
完
成
さ
せ
て
い
く
。
各

ペ
ー
ジ
下
部
に
は
例
文
を
配

置
し
た
。

　
音
声
吹
き
込
み
に
は
、
ビ

セ
ン
テ
・
オ
タ
メ
ン
デ
ィ
法

学
部
非
常
勤
講
師
と
文
学
部

人
文
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
学

科
４
年
次
の
片
貝
絵
奈
さ
ん

も
参
加
し
た
。（
朝
日
出
版

社
・
１
２
０
０
円
＋
税
）

　
共
著
者
（
ふ
じ
い
・
よ
し

た
だ
）

経
済
学
部
非
常
勤

講
師
、（
シ
ル
ビ
ア
・
ア
ロ
ン

ソ
）

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報

学
部
非
常
勤
講
師
、（
い
の
う

え
・
ゆ
き
た
か
）

文
学
部

教
授
、（
す
な
や
ま
・
み
つ

こ
）

経
済
学
部
教
授
。
い

ず
れ
も
ス
ペ
イ
ン
語
担
当
。

ゼ
ミ
生
も
参
加
し
、
講

演
者
た
ち
に
積
極
的
に

質
問
を
投
げ
か
け
た

　
大
学
院
文
学
研
究
科
心
理
学
専
攻
の
院
生
が
目
覚
ま
し
い
活
躍
を
遂
げ
て
い

る
。
心
理
統
計
学
の
研
究
を
深
め
学
会
で
賞
を
受
賞
。
ま
た
、
統
計
と
臨
床
系
の

院
生
に
加
え
、
人
間
科
学
部
心
理
学
科
の
学
部
生
が
力
を
合
わ
せ
、
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
と
い
う
異
な
る
分
野
に
挑
戦
し
、
コ
ン
テ
ス
ト
で
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
。

学生研究発表賞を受賞

北條さん（院文修１）　日本計算機統計学会
心理学専攻院生チーム

分析コン最優秀賞

中小企業の活路を探る
商・髙橋義仁ゼミがシンポ開催

記者発表会を終え、報告書を

手にする政田さん

６
大
学
共
同
の
意
識
調
査「
Ｆ
Ｕ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
」

政
田
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）消
費
行
動
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告

シ
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ン
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北
條
さ
ん
と
岡
田
准
教
授

左
か
ら
北
條
さ
ん
、
杣
取
さ
ん
、

田
中
さ
ん
、
坂
本
さ
ん

経
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